
京都歴史教育者協議会１２月例会（１２／１７）のご案内
「原発・環境問題の授業づくり」の取り組み
　２０１１年も残りわずかになりました。３月１１日の東日本大震災とその後のフクシマ原発事故をどのように扱うのかについては、社会科教師の責任と使命が問われたような１年にもなったかもしれません。
　今年最後の例会は、その原発事故をどのように授業に取り入れ、生徒はどのような認識や関心を示したのかについてなどの報告をいただきます。
　ともに現在的な使命と課題を学びあい、２０１２年に向けての決意を固めあう例会になればと考えています。文字通り「師走」の多忙ななかではありますが、多く皆さんの参加をお待ちしています。その後恒例の忘年会を実施します。そちらの申し込みは早急に家長さんまで！
京都歴史教育者協議会
【連絡先】〒611-0031 　宇治市広野町八軒屋谷33-1　立命館宇治高校気付　森口　等
    　　         ☎0774-41-3000 　FAX☎0774-41-3555 メールmoriguti@ujc.ritsumei.ac.jp　
【日時】　１２／１７（土） １５：００～１７：２０（予定）
【場所】　同志社大学今出川キャンパス　クローバーハウス（教職員会館）２階会議室
→烏丸今出川の交差点を東へ同志社大学の木製の門を入ってすぐにある2階建ての建物の２階
【テーマ】「原発・環境問題の授業づくり」
【報告】辻　健司さん（京都市立双ヶ丘中学教員）
【内容】
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長く教師をやってきましたが、恥ずかしながらこれまで原発の授業なんてまともにしたことがありませんでした。「放射能は出すけどCO2は出さない」くらいのことしかやってきませんでした（こういうとらえ方も間違っていますが）。折から『まるごと地理』の作成作業が待ったなしになっています。原発問題を入れるチャンスだけどどうしたらいいか…。本屋に行くとコーナーができています。どの辺から手をつけようか。そんな中で出会ったのが小出裕章さんでした。「へぇーこんな研究者がいたのか」とびっくりしました。『原発のウソ』『原発はいらない』など読んでみて、たいへんいい勉強になりました。２６日の近ブロで講演を聞き、あらためて「スジを通して生きてきた人とはこういう人だな」と感銘を受けました。にわか勉強ではありますが、ワークシートを作ってみました。まだ実践をしていませんが、いまどきの中学生に、原発をどう教えたらいいのか検討していただけるように問題提起したいと思います。「歴史地理教育」１１月号が原発事故と授業の特集をしていて、東京の滝口正樹先生の実践が載っています。滝口先生は早くから問題意識を持ち、１９９０年代末には「被曝労働」を軸に何度か実践を続けておられます。原発学習の全体計画を示しながら、原発労働者との交流（手紙）を教材化して、生徒たちに考えさせようとするすぐれた実践だと思いますが、私が作ってみたワークシートとは力点の置き方にちがいがあるように感じています。「なぜここまで原発が増えてきたのか」、「どうしたら再生可能エネルギーに転換していけるのか」といったあたりを考える授業にしてみようというのが私のねらいです。ということになると、環境問題との関連も出てくると思いますので、いっしょに提起します。
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